＜Bさんの個別援助計画書＞　演習用事例２　生活介護事業所に通うBさんの事例

	長期目標
望む生活
	


	課題
（より良い人生、よりよい生活
のために必要なこと）
	短期目標
（できるようになること）
	支援内容
（何を）
	具体的な支援方法
（どのように行うか）
	頻度
（いつ）
	場所
（どこで）
	担当
（誰が）

	
	
	
	
	
	
	



アセスメントで導き出された課題を優先順位に沿って記入する。☛５Ｗ１Ｈの１W（why）を入れて書く。
介護福祉士をはじめとする介護職の誰が見ても、同じ支援ができるように、具体的に記入する。☛５Ｗ１Ｈの４W（when,where,who,what＋how）を入れて書く。
具体的でわかりやすく、評価しやすい短期目標の表現にする。

